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　【考　察】

　研修では、障害特性、作業指導で必要な職務分析や課題分析の方法、事業主や家族の支援など、ジョブコーチとして必要な知識や技法と実践場面での指導方法など、多くのことを学ぶことができた。それは普段行っている支援の仕方を見直す機会となったり、新たな知識を身につけることのできる機会にもなった。また刺激になったことは、講義だけではなく、全国各地から研修を受けにきている研修生と話をしたり意見を交わすことで、同じ「センター」という形を持っていても障害が違えば方法も違い、障害が同じでも取り組んでいることが一緒のこともあったが別のことも多々あった。

　研修の中で特に関心を持って臨んだものと、為になった講義についての考えたことを述べたい。

　関心があったものは障害特性の講義の中の「高次脳機能障害」の話であった。それはこれまでその障害者に逢ったことがなく未知の障害であったからという理由と、もう一つ事例検討でも最近よく見かける障害名であり、地域研修でも年々増え続けているという障害であったためである。後天性で事故や脳血管障害によって脳の損傷部分によっていろんな障害が現れるというもので手帳も取得し難い障害であるというもので、把握しづらい難しい障害という印象を受けた。知的障害や精神障害と違って社会的に認知されにくい障害であるのにこの障害者の雇用が増えているのが不思議だった。最後まで実際に支援に入らなければ理解できないという印象を受けた。

　もう一つは、「作業指導」の実践で課題分析を行って実際に作業支援を行ったことである。ジョブコーチ、障害者の立場それぞれで行った。ジョブコーチの立場で感じたことは課題分析の大切さと教えることのむずかしさであった。何かを教えるとき、自分の頭の中で課題を分析することが多い。しかし紙に書き表してきちんと課題分析を行うと自分にもわかりやすいし、教えるときにも説明しやすいことに気がついた。また障害者の立場になると説明を理解するのと、その説明を理解して行動に移すことが難しいなと感じた。今回は障害者の役割を行うことで気持ちを少しでも理解することができた。

　今回の研修をもう一度自分の中で振り返って、実際のジョブコーチ支援や就労支援の中で実践しながら、試行錯誤を重ねて自分の物にできるように生かしていきたい。

【研修内容】

＜第１日目＞

1 職場適応援助者の職務

●職場適応援助者による支援業務の概略

(1) 支援対象障害者

· 就職、職場適応に課題を有す　・障害特性を踏まえたきめ細やかな支援が必要

· 事業所内の支援体制のみでは不十分

→実態としては知的障害者、精神障害者が中心

(2) 支援内容

　　◎支援開始のタイミング

· 雇用前のみ　・雇用前＋雇用後　・雇用と同時　・雇用後　

　　◎支援期間の構成

ⅰ事前支援

ⅱ集中支援期：障害者の課題改善を集中的に行う。また事業所内の環境整備、調整

ⅲ移行支援期：支援の体制をジョブコーチから事業所内の支援体制に移行

ⅳフォローアップ

· 支援対象とその支援内容

（障害者）　・人間関係、職場内コミュニケーション　・基本的労働習慣　・職務内容の指導

　　　　　　・通勤途上の課題の改善　・社会生活技能、余暇活動

(事業主)　　・障害についての理解　・作業指導・技術指導の方策　

　　　　　　・従業員に対する障害者との関わり方　・家族との連絡、連携体制の確立

(家族)　　　・障害に対する正しい理解　・職業生活を支えるための支援体制、整備

　　　　　　・事業所との連絡、連結体制の確立

(3) 支援計画の策定

◎なぜ支援計画が必要か？

· 支援が場当たり的にならず、一貫した支援を提供できる

· 利用者が支援の内容や検討を理解することができる

· 関係者・関係機関が支援内容や計画について理解できる

· 支援計画を分析し残された課題等を客観的に把握しやすく、次の支援に結びつけることができる

　　→この際、支援課題、事項を具体的に明確化して、支援頻度の目安を立てることが重要となる

　　◎ジョブコーチの複数体制の意味

· ジョブコーチ支援技術の維持・向上

· ジョブコーチの交代への対応

· ジョブコーチのストレスへの対応

　　→この際は、支援の一貫性、情報の共有化をきちんと行うため連絡や報告を密に行うことが重要となる

(4) 支援記録の策定

◎目的：状況の確認、情報の整理・確認・共有、行ったこととその効果の確認、連続性を持たせる

· 注意事項　・事実と主観的な部分をきちんと区別する　・指導前・後の書き分け

　　　　　　　・数値化(出来高、頻度、時間、距離等)　・簡潔で明確に記載　・報告は迅速に行う

(考察)

　ジョブコーチの支援計画の必要性について学ぶことができた。特に支援が場当たり的にならないようにするためにとういう点では一貫した支援ができるため、必要性があると感じた。また支援内容の検討や理解のためにも支援の計画について客観的に把握しやすい点も納得することができた。またジョブコーチの複数体制の意味についても、交代やストレスへの対応には単独ではなく複数の方がフォロー体制が確立されていると思った。

2 職業リハビリテーション概論

(１)職業リハビリテーションとは？

　・職業のある人の「職業自立」に向けた教育・訓練、就職、職場適応(職業安定)という一連の過程に対する

　　専門・技術的なサービス及び活動を指す

(２)職業に就く前後の課題

　◎職業に就くまで～身体の基本的なコントロール、日常生活のスキルの獲得、コミュニケーション手段の学習、他者との社会的関係を形成する能力、価値基準の学習が中心的な課題

　→家庭や学校が教育を分担、就学後は学校の役割がだんだんと増加する。職業への移行の際は学校の指導で

　　行われる。

　◎職業に就いてから～職業文化の学習、職業的技能の習得が課題となる

　→雇用後は、企業が中心となってこれらの課題を担ってきた。こうした学習を通して職級の上昇や職位の

　　獲得を実現していくことになる。

(３)職業指導とは？

　・就職時期に限定した一時的・短期的な支援ではなく、職業生活において自己実現を目指す個人を長期的・

　　継続的に支援する活動

　◎職業指導の６つの機能

　Ⅰ自己理解　Ⅱ職業情報収集　Ⅲ啓発的経験　Ⅳ進路相談　Ⅴ進路先の選択決定　Ⅵフォローアップ

(５)職業(仕事)のあり方

　職業の３要素　(　尾高邦雄氏『職業社会学』より　)

1 生計の維持　(職業生活により収入を得る)

2 連帯の実現　(社会的役割の実現、社会的職能分担の遂行)

3 個性の発揮　(自己実現、能力発揮)

　　　　↓

　自分のあり方の希望

→「好きな仕事」＝「できる仕事」＝「やってみたい仕事」＝「向いている仕事」＝「長く続く仕事」とい　　

　うように通常は一致してはいない。仕事について行ってみてから、好きな仕事がわかったり、向いている

　仕事がわかる、という過程が重要な意味を持つことが多い。

(考察)

この講義で、職業の３要素の話があったとき、その要素の１つの「個性の発揮について」は自分のあり方の希望であるというとの話があった。「好きな仕事」＝「できる仕事」＝「やってみたい仕事」＝「向いている仕事」＝「長く続く仕事」というように通常は一致せず就いてみてから、好きな仕事がわかったり、向いている仕事がわかるということを説明されたが、仕事に就く障害者がこのことを理解するのは時間がかかるのではないかと感じた。しかし仕事のなかで楽しい、やりがいを感じることはとても大事なことであり、その点を感じ取れるように支援できればいいと感じた。

＜第２日目＞

①ケースマネジメントの取り組み

(1) ケースマネジメントの定義

・多様なニーズを持った人々が、自分の機能を最大限に発揮して健康に過ごすことを目的として、フォーマル及びインフォーマルな支援と活動のネットワークを組織し、調整し維持することを計画する人(ケアマネージャー)チームの活動

(2) ケースマネジメントの要素　

Ⅰ　ケースマネジメントにはサポートネットワークが不可欠　

Ⅱ　ジョブコーチが行うケースマネジメントは本人・事業所・家族の橋渡しをすること

　　　(橋渡し＝職場定着サポート)

(3) ケースマネージャーの役割

· 様々な支援やサービスを見出して利用する間にできる限り利用者の技能を向上させる

· 利用者の機能と健康が向上する間に、社会的ネットワークや関連する対人サービス供給者の力量を拡充する

· 最大限に効果的な方法でサービスや支援を供給しようとする一方、サービスの効率を向上させる

(4) ケースマネジメントの焦点と機能

◎ケースマネジメントの焦点

· 自己ケア：主体的ケアの活動や課題に励む利用者の能力や力量

· 専門的ケア：サービス供給における多様な専門職の参画

· 相互ケア：ケアや社会的支援の供給における社会的ネットワークへの利用者の参画

◎ケースマネジメントの機能

アセスメント→計画策定→介入→モニタリング→評価　(常に何度も繰り返されるもの)

(5) サポートネットワークについて

◎サポートネットワークの中でのジョブコーチの役割

→本人を取り巻く単一あるいは複合的な諸環境因により職場で不適応が現れている、あるいは可能性のあるものに対しそれらの環境因を含めた相互作用についてその強化随伴性を分析し、職場定着できるように生活あるいは職場等の環境を調整したり、本人の適応力の向上を図るように指導を行うことである。

(考察)

ジョブコーチが行うケースマネジメントは対象者・事業所・家族の橋渡しをするこということを学んだ。本来であれば対象者(本人)を中心として、あらゆるサポートネットワーク構築されていることが多い。ジョブコーチのケースマネジメントでは、対象者・事業所・家族が中心となり、その３つが安定するためのネットワーク作りが必要であることを学んだ。関係機関内で同じ支援目標を持って、対象者・事業所・家族の関係もうまく成り立たないと感じた。

②障害特性と職業的課題(精神障害)

(1) 精神疾患の種類

· 統合失調症：主症状は幻覚・妄想であり、特に多いのは幻聴である。また同時に社会的適応水準(仕事

　　の遂行の不行、対人関係の不和)の低下が特徴

· 気分障害：うつ病と躁病が特徴。うつ病は注意力・集中力の減退、自己評価、自信の低下が見られる

　　　　　　　また睡眠障害(中途覚醒、早朝覚醒)、食欲不振も伴う

· 神経症：不安が表れるのが特徴であり不安の特徴によって分けられる。不安の対象がはっきりしてい

る恐怖症、他に、ある考えにとらわれてしまう強迫性障害、または突然の恐怖に襲われるパニック障害、天災や事故による過度のストレスを負う外傷後ストレス障害もある

· 依存症：分類として、急性中毒、有害物の使用、依存症候群がある。依存症の特徴のひとつは「渇望」

であり、叙々に同じ効果を得るために、アルコールや薬物等の摂取量が増えることを「耐性」

という。また「離脱」という症状もあり、そのものを続けて服用、使用しないと禁断症状(手

の振るえ、恐怖感)に襲われることもある。　

· 器質性精神障害：アルツハイマー型、または脳血管性痴呆によって起こる精神障害

(2) 精神障害の特徴

・慢性化しやすい　・生活能力の低下　・支援ネットワークの弱体化　・病識が乏しい等様々な要因がある

(3) 職業的課題

· 職業的な自己概念が適切ではない

· 職業生活をうまく送るための体力・社会性・コーピング・日常生活技能等の基本的な資質、技能の充実が欠けている(生活のしづらさがある)

· 作業の効率や学習能力が低い場合があるが、それらを怠けていると捉えるなど、障害特性の理解が社会的に低い

· 即座の判断や決定など、その場や時に適応しづらい

(4) 職業的課題の配慮

・障害者や事業所など人や環境または生活に応じた、指導や助言を必要とする。

(考察)

　講義の中でも話があったが、精神障害は特に陰性症状の部分が「怠けている」「働く意欲がない」と取られることが多いとの話があった。障害特性を事業所に話しても目に見えてわかりにくいこともあり、障害特性というより、個人の特性として障害を説明したほうが理解されやすいという話をきいて感心した。今後の障害特性の説明の際に役立てたいと考えた。

③障害特性と職業的課題(身体障害、高次脳機能障害)

●身体障害者の雇用上のポイントと配慮事項

(1) 肢体不自由(切断、脳損傷、脳性麻痺、脊髄損傷)

＜雇用上のポイント＞

・損なわれ、または低下した肢体の機能を補完し、就業を容易にし得るような工具の開発及び作業工程の改善

を図る。また車椅子使用者に対しては褥そう予防のため作業時間や作業内容を考慮する。さらに緊急時の安全通路の確保を図る。

＜配慮事項＞

・通勤に関連した通勤時間等の配慮　・褥そう予防の配慮　・障害に応じた休憩時間の配慮

(2) 視覚障害

＜雇用上のポイント＞

・視力に合わせた職場環境改善を行う必要があることから、採光、室内の照明、拡大鏡の導入等の施設の整備を図るとともに、重度視覚障害者についてはその適するような音声ワープロ等の機器、設備の整備を図ることが必要

＜配慮事項＞

・通勤時間の調整(盲導犬の利用)　・勤務体制

(3) 聴覚・言語障害

＜雇用上のポイント＞

・視覚による情報伝達が効果的であることから、FAX等による視覚的なものでコミュニケーション手段の整備を図るとともに、光または振動を利用した安全・警報装置の導入を図る。また手話通訳者の導入も効果的である。

＜配慮事項＞

・どのような方法でコミュニケーションが取れるかをきちんと把握する

・過度なコミュニケーションを必要としない職場に配置する

・感覚の感じ取れる程度について医師から情報を得ておく

(4) 内部障害(呼吸器、心臓、腎臓、膀胱または直腸、小腸、HIV機能障害)

＜雇用上のポイント、留意事項＞

・勤務内容や勤務条件が過度にならないように留意し、また通院や服薬についても配慮し体調の悪い場合は速やかに休養をとらせる。

●高次脳機能障害
(1) 高次脳機能障害とは(行政的)

→外傷性脳損傷、脳血管性障害などの器質性脳病変の後遺症として、記憶障害、注意障害、遂行機能障害、

　社会的行動障害などの認知障害等を呈するものを高次脳機能障害とする。これにより日常生活や社会復帰に困難を来たすものを高次脳機能障害者と呼ぶ。(９割は脳血管障害と脳外傷によるもの)

(2) 高次脳機能障害の分類

ⅰ全般性障害：意識障害、痴呆

ⅱ一般精神症状：意欲障害、注意障害、記憶障害

ⅲ部分的障害：失語症、失行症、失認症

(3) 障害特性

・障害が多様で複雑　・症状の見えにくさ　・症状が不安定　・症状出現の不規則性　

・症状の自覚の困難

(4) 職業上の問題点

・障害特性理解の不足　・能力評価の困難さ　・キーパーソンの不在　・雇用管理情報不足

・障害認定の問題

(5) 配慮事項・支援策

・ケース把握(情報システムの整備)　・ケース理解(評価システムの整備)

・障害受容の促進(結果の即時フィードバッグ)　・機能の代償(障害の見方)

・職場内訓練(ジョブコーチ)　・資源の活用(家族・事業主指導)

· 障害認定(職業的困難さ)

(考察)

　高次脳機能障害の障害者と関わったことがなく、障害特性を説明されても把握するのが難しいと感じた。知能も正常だった人が突然の事故や脳血管障害により起こる障害であるが損傷した脳の部位により意欲障害、注意障害、記憶障害等が様々な症状が現れてすべては把握しにくいとの事であり、理解してもらうのに時間がかかるのも理解できた。また普通の日常生活を送っていた方が多いので、障害を受け入れにくく自覚にも時間がかかるので雇用後も社員とのトラブルが多いとの事例を聞いて大体把握することができた。

④障害特性と職業的課題(知的障害)

●知的障害：IQ７０以下、発症は１８歳未満、適応機能の欠陥不全
(1) 障害特性

原因：原因不明なものが明らかなものよりも多い

特性：情緒→個人的な差異はあるが、基本的な感情が遅れている

　　　認知→記憶力は軽度であることが多いが、作戦的能力(ワーキングメモリーや補助の道具)を必要とする

     注意力→注意力に差が見られる。また過度に注意力が出ることもある

　　　モチベーションの差異

(2) 職場で不安定になりやすい８要因

・上司の交代　・スケジュールの変化　・家庭生活の問題　・仕事内容の変化　・任務の変化

・通勤の問題　・仲間や家族の喪失　・健康状態、薬の処方の変化

→認知面支援ツール(図解、パソコン、チャックリスト、色分け、タイマー、計算機等)や

社会的支援面のツール(正のフィードバック、視覚的な評価、SST、障害理解の促進等)

アクセス支援のツール(スロープ、地図、作業場所や位置の図等)

によって支援を行っていくことが必要

(考察)

　発達障害のなかでも自閉症や学習障害など社会でまだ認知の薄い障害についての職場定着の難しさを知った。障害特性も口頭だけでは伝わりにくく、ピンポイントに対象者と事業者への支援が必要であることを学ぶことができた。また認知面を支援する物理的な物も様々あり、使用することで人的支援がなくても十分行うことができることも知ることができた。

＜第３日目＞

①職業分析の理論

・作業指導の定石：手本を見せる、一緒に行う、行ってもらい見守る

・システマティックインストラクション

＜職場適応援助者の介入レベルと記号＞

　　介入なし(O)→言語指示(V)→ジェスチャー(G)→モデリング(M)→介助(P)

　＜障害者の３つの反応＞

　　手が止まる／迷う、作業ミス／手順をとばす、正しく作業

・実際にペアになり「ボールペンの組み立て」をジョブコーチ、障害者役に分かれて行う

　過程として、システマティックインストラクション（介入なし→言語指示→ジェスチャー→モデリング→介助）の順に障害者の反応を見ながら介入度を高くしていく

　ジョブコーチは作業が正しければ、うなずきや声掛けで作業内容が合っていることを表現、間違っている場合は作業をストップさせ、介入度を高くする。

・よい褒め方：褒めるタイミングはその行動があってから１分以内に行う。毎回褒めるのではなくピンポイントに褒めるほうが、学習が定着しやすい

・注意点として介入は過度になることなく『最小限の介入』で行うことを心掛ける

(考察)

　ジョブコーチ、障害者役をそれぞれ体験して様々なことを感じた。

　ジョブコーチ役としては、介入方法として言語指示→ジェスチャー→モデリング→介助と段階を踏むように

との説明があったので、言葉やジャスチャーだけで指導をしてうまく作業を行うことができないともどかしい

気持ちがあった。普段モデリングで教示することが多いからなのだと感じた。

　障害者役の時には、ジョブコーチがいるということでの圧迫感を感じた。私はよく斜め後ろに立つことが多

いが、障害者役としてはジョブコーチの人が視界に入らないほうが何をしているか、何を見ているのかと不安

に感じた。いくらか適度に視界に入って声掛けをしてもらうことがいいと自分なりに感じた。

②作業指導の実際(前半)

(1) 課題分析について

・十分に課題分析が行われている例～マクドナルドの接客・調理

コンビニ等で販売されているおにぎり

　　　・課題分析がほとんど行われていない例～渋滞や事故の多い交差点

(2) 観察と課題分析のトレーニング

◎ナプキン折り：通心王冠

1 ナプキン折り「通心王冠」のビデオを視聴

2 「通心王冠」に関する課題分析を実施

◎課題分析のなかで気づく事
· 答えはひとつではない　

· 課題を具体的に知らなければ分析できない

· 固有の名称を知らなければ分析できない

· 未経験の課題でも視聴を繰り返すことで分析ができる

· 工程が分岐する場合は困る

(３)指導方法～システマティックインストラクション

　(言語教示)　作業を教える場面では一番自然な方法であり、多くの場面で活用されている。言語で伝える時には短い言語表現が望ましい。また言葉で伝えることは教示としての機能だけではなく、作業開始の合図としても使用される

　(身振り)　　言語教示と同時に使用されることが多い方法。自然な流れの中で次の作業に移行することも多い。身振りの例として、指を指すことによるポインティングや正しい方向や物、部分を触れてみること等がある

　(モデリング)　初めての作業の教示場面では実際に手本として見せることが多く、ごく自然に使われている

(４)仕事をわかりやすく教える６つのポイント

　①仕事をよく調べておく～実際に行ってみることで手順等を整理して記録しておく

　②課題・目標を絞り込む～なにができたのかをはっきりと伝える

　　　　　　　　　　　　　承認と賞賛を使い分ける

　　　　　　　　　　　　　評価の観点を共有する

　③各個人によって最もわかりやすい方法を探す

④負荷を減らす

⑤介入は必要最小限にする～情報過多にならないようにする

⑥肯定的な態度～問題指摘より先に解決側面へ着目、否定的な声掛けを控える

(考察)

　ナプキン折り「通心王冠」ではビデオで工程を視聴して課題分析を行ったが、途中折り方で視覚的に観ただけでは難しい部分があり課題分析をする以前に、自分がわからないという状況になった。課題分析も簡潔に説明しようとすれば手順を少なくできるが、細かくしようとすれば何十にも手順が広がることがわかった。また作業で介入していく中で、「介入は必要最小限に」との話があり、自分はなかなかできなかった。介入だけでなく、待つ姿勢も大切なんだと感じた。

③作業指導の実際(後半)

(1) 作業指導における問題点の原因について

＜作業工程なかなか覚えられない＞

主な原因として、①ステップが荒すぎる、②刺激を明確に弁別できていない、③情報量が多いがある

　解決方法として①のステップが荒すぎるという課題に対しては、課題分析の見直しと、手順を細かくするという方法がある。

　②の刺激を明確に弁別できていない場合、まず「先行刺激を弁別できていない場合」は視覚的に見れるような色分けや、触覚的に刺激を感じ取れる方法等を用いることが効果的である。また「後続刺激を弁別できない場合」は強化したい行動のすぐ後に明白に認めたり、褒めたりすると効果的である。

3 の情報量が多い場合の対処法として、

　　　・逆行チェイニング：最後の手順だけを指導し、残りは職場適応援助者が作業する。最後の手順が習得できたら１つずつ前の手順を習得していく。

　　　・順行チェイニング：最初の手順だけを指導し、残りは職場適応援助者が作業する。最初の手順ができたら１つずつ後の手順を習得していく。

　　＜統合失調症の過敏症性＞

　　・障害者の特性：音刺激に対する驚愕反応に慣れが生じにくい

　　　　　　　　　　無関係な感覚情報も処理しようと思い、注意の焦点化や維持、配分が難しくなる

　　　対処→ある程度音刺激が抑えられている等、障害者が落ち着いて仕事をできる場所を選び、定型的な

作業を行う

　　＜自閉症スペクトラムのコミュニケーション障害＞

　　・障害者の特性：相手の表情や身振りを理解しにくい

　　　　　　　　　　比ゆや示唆を理解しにくい

　　　　　　　　　　場の雰囲気や会社の文化などを理解しにくい

　　　対処→遠まわしな表現を避け、支持は明確に出すようにする

(考察)

　この講義では、作業を行うにおいて刺激は作業の遂行や能率に意外と効果をあげるものであるということを

感じることができた。視覚的に色分けをした箱にボールペンの部品を入れて組み立てをおこなうと色分けしな

よりも作業も行いやすく、効率も上がった。また自分が体験して感じたことは集中力もいくらかあがったので

はないかということであった。また「褒める」というのも脳に対してよい刺激となることを学んだ。

＜第４日目＞

①事業主支援の基礎理解

(1) 事業所情報の収集

・地域の仕事についての基礎理解の収集：産業構造、ハローワークからの情報収集、景気の良し悪し

・電話でのコンタクトのガイドライン：電話で事業所訪問のコンタクトを取る。電話では趣旨を簡潔にし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪問時に詳細を説明して、情報収集を行う

(2) 事業所を知る

・障害者雇用の動機(きっかけ)を知る

　　　→企業イメージ、社会的責任、人手不足、障害者雇用で成功した経験がある、雇用率を満たすため等

・業種の特性を知る

　→業種の特性によって勤務形態や配慮事項が異なるため把握が必要

・企業の特性を知る

　→大企業or中小企業、経営理念・方針、組織の指揮・命令系統、障害者雇用経験の有無

・職務の特性を知る

　→職務によって必要な適性が異なり、同じ会社でも職務がさまざまある

・職場の特性を知る

　→物理的環境の把握、人的環境の把握、暗黙のルールの把握

(3) 事業主支援のポイント

・事業所とのファーストコンタクト

→過去の関わりの有無の確認、訪問目的の伝達、会社の事前の情報収集、障害特性(個人)の説明等

・環境調整

→職場の基本動作の整理、作業手順の工夫、作業補助具の活用、職務や勤務時間の変更、担当者選任

・職務分析

→１日の流れを把握(いつ、どこで、何を：仕事内容・行動、仕事に必要な道具、ルール)

(考察)

　障害者が仕事をする事業所の種類は多々あり、その多くの事業所の情報を集めたりすることは容易ではないことを感じた。また事業所を知るためには話を聞くだけでなく、見学、職場体験などいろんな手段があり、見る人によっても感じ方や捉え方が違うため、特に初めての事業所には一人ではなく複数で入ることが必要であると感じた。事業所には障害者の雇用をお願いするという形よりも一緒に障害者雇用を進めていくという説明を始めにしてるほうが事業者の負担も軽減できるのではないかと考えた。

②職場における雇用管理の実際

●障害者雇用をしている企業：(株)アドバンテイストグリーン(電子機器の販売・製造)

・障害者雇用状況：身体障害者１０名(うち重度３名)、知的障害者４名(うち重度１名)

・障害者雇用についての実際

　(１０年前)～なぜ障害者と一緒に仕事をしなければならないのか、障害者に対して気を遣ってしまう、人間関係はあたらず触らず、障害者と仕事をすることでチームワークや業務効率が低くなるとの不満が多くあった。

(改善点)～採用時に障害者と一緒に仕事をすることを説明、一般従業員に障害者の業務サポートが可能か確

認、障害者職業生活相談員の研修に参加、障害者雇用の啓発活動(職場内)、障害者と触れ合う場

を積極的に設ける等

　(採用から配属まで)～会社見学→トライアル雇用→ジョブコーチ導入、の流れが多い。

◎会社が考えているジョブコーチの役割

・本人の能力・可能性と会社のニーズの調整役　・職場での育成、パイプ役

・会社内で他の仕事を探しておく　・本人と職場、家族との情報の共有　・関連機関への連絡役

・本人が主役である自覚を持たせてほしい　

(考察)

　今回話を聞いた(株)アドバンテイストグリーンは、積極的に障害者に対する雇用を行っていることが感じられた。障害に対する偏見を従業員から取り除く大変さも伝わった。話を聞いて障害者雇用の事業所開拓は私たち支援者だけでなく、事業所同士で行うことも一つの手段であるのではないかと考えた。

＜第５日目＞

①家族支援と生活支援

(1) 家族支援と生活支援とは

・家族支援(専門家→家族)～家族を職業生活を支える支援者とするための支援

　　　　　　　　　　　　　ジョブコーチのよる家族への支援の考え方と支援方法の理解

・生活支援(家族・専門家→障害者)～職業生活を支えるために必要な生活支援の考え方と支援方法の理解

　　　　　　　　　　　　　　　　　適切な生活支援のための家族支援と役割分担

(2) ジョブコーチによる家族支援とは…①障害に係る知識に関する事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②職業生活を支えるための必要な知識、家族での支援体制に係る事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③事業主との連絡、連携体制の確立に関する事項

(３)生活支援

　◎生活支援者の役割～・本人に代わって判断する　・必要な生活の枠組みを作る

　　　(家族・専門家)　・情報整理・コントロールをする　・対人関係を円滑にするパイプ役となる

　　　　　　　　　　　・本人の気持ちを支える　・本人に代わって医療等の機関を活用する

　◎生活支援ができる家族の条件～・健康的であること、経済基盤が安定していること、家庭状況が安定していること・・・ケースマネジメントで対応

　　　　　　　　　　　　　　　　・適切な障害理解があること、支援者として関わる意思があること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・家族支援で対応

　◎専門家が家族支援に関わる場合には

· 様々な支援は、障害者本人及び家族の同意に基づくことが前提

· 金銭トラブルや生活管理に課題があるケースはいくつかの専門支援機関との連携が重要

· 問題発生＝情報収集と分析を行い、プランをチーム内で検討し具体的な支援に入る

(3) 家族支援

◎家族支援の必要性～家族は障害者支援の専門家ではなく、すぐに支援者になれる家族はいない。そのため、あらゆる課題を乗り越えるために、家族の対処能力を高めたり、家族支援への

　　　　　　　　　　家族のモチベーションを維持する必要性がある

◎家族支援に期待される効果～・障害に対処する日常的な取り組みから、家族の障害理解が促進される

　　　　　　　　　　　　　・障害者が家族から賞賛される等の生活支援を受けることで家庭環境が安定

　　　　　　　　　　　　　　・家庭環境の安定により、障害認識の妨げとなる焦り、不安が減少する

(考察)

　ジョブコーチだけでなく一般に就労支援で家族支援は、対象者・事業所と共に仕事を継続していく上で必要なものであることを学んだ。家族というプライベートな域に他人である支援者が入ることは慎重にならなければならないと感じた。また就労支援を行うことは自ずと生活支援も行わなければならないことであり、支援者だけに加担するのではなく、家族にモデリングしていき除々に家族に負担をかけていくようにすればいいことを学んだ。

②支援記録の作成

(1) 記録の目的

Ⅰ、援助対象者によりよい援助を提供するため、状況把握・支援内容の明確化・支援効果の明確化・次回

　　の支援内容等を明らかにする

Ⅱ、関係者で情報を共有するため、記録を用いて支援の連続性や統一性を持たせたり、支援内容の振り返り、検討を行う

(2) 記録の方法、留意点

＜良い記録を作成するために＞

· 記録すべき事項を理解していること　・事実を正確に記録すること

· わかりやすい記録であること　　　　・必要なもののみ記載すること

· 視覚的効果を用いて記録を作成する

(3) ジョブコーチ支援記録票の作成

→ジョブコーチ支援している場面をビデオで観て、自分がジョブコーチのつもりで支援記録を作成した

(考察)

　今回はビデオを見て客観的に記録を取ることができてまとめやすかったが、実際に自分がジョブコーチとし

て入った時には観察事項と支援事項を分けて書く等、分けて書かずにまとめて書いてしまうことが多い。「自分」ではなく「他人」が呼んでもわかりやすい記録に努めなければならないと感じた。

